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い強度を単純重ね合わせ接手 SLJ で得るためには被着部厚さを 7mm と厚くすればよ
いことを示している． 
第７章はこの論文の最終章であり，この研究で得られた主要な結論を要約している． 
以上本論文では特異応力場の強さ ISSFに基づく簡便で新しい接着強度評価法を提案す
るとともに，従来の試験法の問題点と対策を明らかにしており，機械工学上寄与すると
ころ大である． 
 本論文に関し審査委員並びに公聴会出席者からは,特異応力場の相似性と特異性指数，
被着材厚さを大きくする際の解の収束性，試験片の３次元形状の影響，接着部のフィレ
ット形状の影響等について種々の質問がなされたが，いずれも適切な回答がなされた． 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査 
した結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した． 
